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達成状況

「自律した自分
づくり」を目指
す生徒

B

学ぶ力
「学ぶ力」育成
プログラムの実

施
B

豊かな心 いじめの防止 A

健やかな
体

「健やかな体」
育成プログラム

の実施
B

学びの基盤とな
る【読書】 A

不登校支援 B

家庭や地域とと
もに進める学校

づくり
B

進路探究学習
（キャリア教

育）
B

B

学校がより安心できる居場所となるようシャボテンロ
グの有効活用等を進め、早期対応を心がける。また、
生徒及び保護者に寄り添った支援策を組織的に検討し
実施するように努める。

A A

A A

生徒と教職員一人一人が「自分が大切にされている」と実感でき、生徒が毎日通いたいと思える学校づくりの推進

令和７年度　自己評価及び学校関係者評価書

今年度の重点目標

福井野中学校

「自分づくり」に向かう教
育課程の編成

学校関係者評価委員会
による意見

知
・
徳
・
体
の

調
和
の
と
れ
た
育
ち

教師の授業・指導力の
向上

いじめの未然防止
早期発見・早期対応

生徒自らが積極的に心身の
健康の保持増進を図る取組

の設定
A

学校番号

令和

札幌市立

A A

A A

A A

生徒が成長を実感でき、保護者や地域に子どもたちの
成長を責任をもって説明できる教育実践及びカリキュ
ラムづくりを行うことにより、生徒の自己肯定感の向
上を図る。

授業が「わかる」「できる」を実感できるよう、生徒
と教師の総報告で展開する授業づくりに努め、学びの
見通しをもてる工夫を行い、基礎的・基本的な知識・
技能の定着を図る。

いじめ防止委員会を効果的に運用し、教職員間の緊密
な連携に努め、継続的・組織的に対応する。シャボテ
ンログの有効活用等、生徒の実態把握に努める。

体育学習の充実や学校教育全体と関連付けた健康教育
の推進を進めるとともに、全校生徒が参加できるよう
な運動機会を積極的に設定する。

・地域との連携をより強めて、生徒の自己肯定感を高めてほしい。

学校関係者評価委員会
による意見

AA

札幌らしい
特色ある学校
教育の推進

落ち着いた雰囲気で進める
朝読書の実践と

学校図書館活用の啓発

朝読書や学校図書館のさらなる活用により、学習にお
ける基礎・基本の定着の土台づくりを図るとともに、
感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かにする機会
づくりを継続していく。

子どもの
発達への支援

校内学びの支援委員会を中
心とする組織的対応

目指す子ども像

・継続して取り組んでいただきたい。

A

小中一貫教育に向けた取組

目指す子ども像を小中で共有し、児童生徒及び教職員
間の交流をさらに深め、義務教育９年間の連続した学
びを充実させる。また、CSの取組の内容について、保
護者や地域に積極的に発信するよう努める。

学校関係者評価委員会
による意見

学校関係者評価委員会
による意見

・シャボテンログの活用はとてもよいことである。
・chromebookの効果的な活用とICTの活用能力が今後は求められるので、力を高めてほしい。

・外部の力をさらに生かした教育活動に期待したい。
・自己評価の基準が厳しいと思う。すべてA評価でもいいと思う。

信頼される
学校の創造

教育活動の公開・説明
CS設置を見通した連携推進

CS準備委員会の活動を中心に、目指す子ども像を小中
で共有し、地蔵生徒、教師間の交流をさらに深め、義
務教育9年間の連続した学びを充実させる。また、取
組の内容とその効果について保護者や地域に発信す
る。

教科等の枠組
を越えた教育

特別活動及び総合的な
学習の時間の有効活用

様々な教育活動が「自律した自分づくり」につながる
ように考慮し、生徒一人一人が社会的・職業的自立に
向け、見通しをもって取り組めるような指導に努め
る。

A

A A

学校独自に
設定する分野

A

本年度の経営方針～神聖な教育的価値観の構築～

自己評価結果に対する学校関係者評価

分野 重点項目 評価項目
自己評価

◆生徒の実態に応じた教育課程の編成　　◆生徒を主体とした自治的な活動の推進
◆信頼に応える開かれた学校づくり　　　◆危機管理の定着と生徒の生命の安全確保

改善方策

学校関係者評価

改善策の
適切さ

自己評価の
適切さ


